
日本政策金融公庫総裁賞

―総合食料品－

[お店のᴫせ]

͆国境の島͇長ᓮ┴対馬市にある食料品店。

同店の業は、 31㸦1956㸧年、現代表の∗が⋵ල࣭ᩥල店を始めたことによる。

。の後、地域ニーズに応え食料品をにᢅうようになっていったࡑ

 56㸦1981㸧年、現代代表が事業を継ᢎ。ᖹᡂ 19㸦2007㸧に道路ᣑᙇにともない店

舗を移㌿。ᖹᡂ 30㸦2018㸧年、現代表の長男が U ーンし、ᑓᚑ者として事業にᚑ事ࢱ

した。

௧ 2㸦2020㸧年の対馬市の人口は約 2  8 ༓人、65 ṓ௨上が全人口に༨める高齢

⋡は約 38㸣、うࡕ 80 代௨上が 3,765 人と全人口の 13㸣を༨める。これは国全యの

高齢⋡ 29%を上ᅇる。年ࠎ続く人口ῶᑡ、高齢に対し対馬市は島内␃Ꮫࡸ移ఫಁ㐍

Ụၟ店

ᅜቃのᓥの㈗㔜࡞食のࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫ

[оಅ࠰] 1956 ଯԧ)࠰ 31 (࠰

[売᩿ئ積] Ყ     

[ʙಅࢼʙ者ૠ] 5.0 人èஜૅࡃӳᚘ

[փಅ᧓] 7:00᳸19:00

[日˞ܭ] なし

[ՠ品ನ]

ȷ᩷ௐཋ   77.5%

ȷዮӳ૰品 20.8%

ȷ૨φ、日ဇ品  1.7%

[地נᑄࡃ] ᧈ߃Ⴤ対ᬔࠊ፦ထᰄჷ 528-4

[URLȷSNS]

[ኺփ理ࣞ]

žᛗܱの積みƶのᡲዓſ

日ŷ変ѣする᩷ௐの̖や品ឋにჇઋにӼƖӳい、ž澁江ՠࡃſを信ơてᢠǜで

くǕƨおܲಮにշǜでもǒƑるǑうƦののșスȈの̖と品ឋ、ܲにてᛗܱ

に対応する。

日本政策金融公庫総裁賞

―総合食料品－

策などを通して若い人の呼び込みを続けている。

同店は島のほぼ中央に位置し、競合店としては、島内に 3 店舗を展開する地域スー

パーをはじめドラッグストア、ディスカウントショップのほか、全国チェーン系の大

手量販店がある。こうした厳しい環境の中、同店は地域にとって無くてはならない食

品スーパーとして地域を支えている、

[お店の経営ノウハウ]

同店の強みは、地域に根ざした食料品店として、客の細かなニーズに応えている点

だ。

現代表の妻が壱岐島出身であることから、壱岐産のイチゴ、アムスメロン、シャインマ

スカット、マンゴー、トマトなどを仕入れることが可能となっており同店の来店客の 9

割が果物を求める客だという。

対馬は南北に長く、食料品店まで道路状況など離れた地域がある。一方でロードサ

イド型の競合店もある中、移動の手段が限られる高齢者の買い物客支援として金額を

問わず商品ひとつから配達を行っている。また高齢者がすぐに食べられるよう野菜の

スライサーを導入し、カット野菜の販売を始めた。また、店舗入口はスロープを設け、

島内の介護施設の利用者が介護士といっしょに買い物に来ても、車椅子に座ったまま

買い物が出来るようになっている。

現代表が対馬市商工会の理事を、後継者の長男が同商工会の青年部長を務めるなど

地域を盛り上げる要職にもある。また長男は JA 対馬の青年部として農業分野にも関わ

っている。農業者とは玉葱の栽培契約を結び、販売するなど島ならではのネットワー

クを最大限に活かしている。

後継者の澁江夏輝氏が LINE 会員へ月 5 回お買い得送

品の入荷情報及び 2 ヶ月に 1 度程度クーポン配布(上右)、

日に 5 件ほどのインスタグラム(上左)、この他にも折込チ

ラシもあり、紙媒体と SNS 双方の積極的な情報発信を行

う。

地域の世帯変化や人口減少にあわせ、

少量、下処理済みでの販売に対応する

べく野菜スライサーを導入している。

－ �� －
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